
 

 

長崎県漁業協同組合連合会長賞 

魅力ある漁村地域部門 

 

１．取り組みの概要 

 ①平成１８年に集落を組織化し、平成 27 年における徹底的な磯焼けの原因調査により主

原因をガンガゼの食害と推定後、ウニフェンスの設置やガンガゼ駆除、藻場の状況把握

及び効果を追跡する月１回のモニタリング調査等により藻場回復に取り組んだ。 

 ②平成２０年頃には藻場がほとんど見られない状況に陥っていたが、当集落の活動により、

島山島南側沿岸には 幅約７ｍ長さ約５００ｍ、対岸には約３００ｍに藻場が回復・拡大

するまでに至った。 

 

２．受賞理由 

 ①徹底した磯やけの原因追求やガンガゼに有効な防除等の実施により、藻場の回復を実現

させるとともに、各取組を検証する追跡調査により、海藻の芽が出る秋時期までに駆除

を実施すれば効果が出ること等、新たな知見につながったことが高く評価された。 

 ②ウニ類由来の磯焼け対策の成功事例となったことに加え、市内における母藻供給ネット

ワーク作りや地元飲食店と連携した未利用資源の商品開発にも積極的に取り組むなど、

地域内外への波及効果や今後の展開が期待される。 
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主な取組：ウニ類による食害を要因と

する磯焼けからの藻場回復 


